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主       文 

１ 被告は，この判決が確定した時から５年間，参議院議員選挙（広島県選出議員

選挙）において，候補者となり，又は候補者であることができない。 

２ 訴訟費用は被告の負担とする。 

事 実 及 び 理 由 

 １ 原告は，主文と同旨の判決を求め，次のとおり請求原因を述べた。 

   被告は，令和元年７月２１日施行の第２５回参議院議員通常選挙（以下「本

件選挙」という。）に際し，広島県選出議員選挙における候補者として立候補し

て当選した。 

   訴外Ａは，本件選挙に係る被告の選挙運動における組織的選挙運動管理者等

に該当する者であったが，公職選挙法２２１条１項１号の罪を犯し，令和２年

６月１６日，広島地方裁判所において，懲役１年６月（５年間執行猶予）に処

せられ，同判決は，同年１２月１日に確定した。 

２ 被告は本件口頭弁論期日に出頭せず，答弁書その他の準備書面も提出しないか

ら，請求原因事実を明らかに争わないものと認め，これを自白したものとみなす。 

３ 以上によれば，原告の本件請求は理由があるからこれを認容することとして，

主文のとおり判決する。 
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